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自然の中に親しみ¥お互いがふれあいを深めよ

うと5月30目、郡J11・鬼橋上流河川較で行われた
郡川の自然に親しもう会。

竹松小校区健全協が今回初めて試みたもので¥

親子連れなど約400人ガ参加¥戸ユの椎魚放流¥生
きもの調べ¥水鉄砲遊ひなど涼感あふれる清流の

中¥子どもだちの大歓声ガ上がっていました。

関連記事は¥5ページに掲載しています。
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戸籍抄本戸籍謄本住民票の写し

休日・夜間も申請を受げ付げます
( ') 

ヲ局よ強制ヨー窃両

事雇爵錨~汐勿ス亀霞届

住民票の写し¥戸籍謄・抄本の交付申請ガ¥休みの日や夜

間でも請求できるように¥ア月1日より「休日・夜間申請受
付ボックス」を設置しましたので¥ご利用くださl¥o _ 

作毛心
申請できるもの 住民票の写し、戸籍謄本・抄本

申請者の範囲
本人、または同一世帯に属する人

(戸籍の場合は同籍者に限ります)

申請後の処理 翌日、または休日の翌日に処理し郵送

手数料(1通) 住民票の写し=200円戸籍謄・抄本=各400円

申請方法 ボックス内の申請書と返信用封筒に、必要

事項を記入し、手数料(現金)と62円切手
つり銭のない を貼った返信用封筒を、備え付けの窓口封
ようにお願い 筒に入れ、ボックス内の投函口に入れてく
します O ださい。

( 
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雨
期
を
前
に
危
険
個
所
チ
ェ
ツ

ク

- 2 -

市危担
長険当

云伺曹
か附貝

らをの
?チ説
省工明
)ツ表

竺ク受.幽
Jすけ→寸if
jるな
厘松が
型本ら --.:::-~-=.Ç !f

/水防訓練

梅雨期の豪雨による災害に備え、防災体制

に万全を図ろうと 6月6日、久原 2丁目の河
川横埋立地で水防訓練が行われました。

訓練には、第 1~第 3 、第13~第 14分団の

団員など約80人が参加、河川の提防越水・決壊

などを想定した、せき板工法、積土俵工法に

よる訓練が行われました。

皆さん汗だくになりながら迅速に、

真剣に取り組んでいました。

そして

汗だく

雨
期
を
迎
え
る
の
に
伴
い
、
防

災
体
制
に
万
全
を
図
ろ
う
と

6
月

1
日
、
災
害
危
険
個
所
の
視
察
、

お
よ
び
防
災
・
水
防
合
同
会
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

危
険
個
所
視
察
に
は
、
松
本
市

長
を
は
じ
め
大
村
警
察
署
、
大
村

消
防
署
、
県
土
木
事
務
所
な
ど
約

ω人
が
参
加
、
溜
池
や
急
傾
斜
地

な
ど
市
内
の
危
険
個
所
を
チ
ェ
ッ

ク
し
ま
し
た
。

防
災
会
議
で
は
、
地
域
防
災
・

水
防
計
画
の
見
直
し
、
こ
れ
ま
で

の
災
害
状
況
な
ど
を
ふ
ま
え
た
防

災
体
制
や
各
機
関
と
の
連
携
強
化

な
ど
が
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

率一面通四回

迅
速
に
そ
し
て
適
確
な
判
断
で

訓
練
に
臨
ん
だ
消
防
団
の
皆
さ

ん

(
6
/
6
・
久
原
2
丁
目
)



4 

日
本
河
川
協
会
よ
り
表
彰
を
受
け
ら
れ
た

「
大
上
戸
川
を
き
れ
い
に
す
る
会
」
の
下
山

前
会
長
(
前
列
中
央
)
ら

「大上戸川をきれいにする会」を表彰

こ
れ
ま
で
に
、
町
名
を
一
本
化

し
同
時
に
町
の
区
域
を
実
情
に
合

わ
せ
る
た
め
、
町
名
町
界
の
整
理

を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
、

一
部
残
っ
て
い
た
西
大
村
地
区
第

3
次
分
と
し
て
、
諏
訪
・
池
田
地

区
の
町
名
町
界
を
8
月
1
日
か
ら

変
更
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
市
内
全
地
区
の
町

名
町
界
整
理
が
終
了
し
ま
し
た
。

さ
い
。届け
出
の
必
要
が
あ
る
場
合
は
、

市
長
が
住
所
変
更
証
明
書
(
無
料
)

を
発
行
し
、
こ
れ
を
添
付
す
れ
ば

登
録
免
許
税
は
免
除
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
公
的
年
金
・
資
格
免
許
・

自
動
車
の
廃
車
な
ど
で
必
要
な
と

き
は
証
明
書
(
無
料
)
を
総
務
課

に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

河川愛護で

変
更
後
の
記
載
例

て
大
上
戸
橋
周
辺
に
こ
い
の
ぼ
り

を
揚
げ
る
な
ど
、
大
上
戸
川
の
環

境
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
お
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
今
年
よ
り
、
水
の
環
境

保
全
に
つ
い
て
考
え
よ
う
と
発
足

し
た
「
水
と
生
活
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
(
県
事
業
)
」
に
も
加
入
、
よ

り
充
実
し
た
活
動
が
期
待
さ
れ
ま

す
。今
回
の
受
賞
、
本
当
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
な
お
、
長
い

間
会
長
と
し
て
ご
尽
力
さ
れ
て
き

た
下
山
達
雄
さ
ん
(
水
田
町
)
が

辞
任
、

4
月
よ
り
西
山
俊
行
さ
ん

(
杭
出
津
2
丁
目
)
が
新
会
長
に
一

就
任
さ
れ
ま
し
た
。

↓

「
大
上
戸
川
を
き
れ
い
に
す
る

会
」
に
6
月
1
日
、
制
日
本
河
川

協
会
よ
り
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
団
体
で
は
県
内
で
初
め
て
の

受
賞
で
す
。

こ
の
賞
は
、
河
川
愛
護
の
思
想

普
及
と
そ
の
実
践
に
努
め
、
顕
著

な
成
果
を
あ
げ
た
団
体
な
ど
に
贈

ら
れ
る
も
の
で
、
市
お
よ
び
県
が

推
薦
し
て
い
た
も
の
で
す
。

大
上
戸
川
を
き
れ
い
に
す
る
会

は
、
昭
和
日
年
5
月
に
発
足
、
同

川
に
隣
接
す
る
叩
町
内
、
約
7
0

0
人
の
会
員
が
お
ら
れ
、
毎
年
、

河
川
敷
の
清
掃
、
草
刈
り
、
コ
イ

の
放
流
、

4
月
か
ら
5
月
に
か
け

て
は
青
少
年
の
健
全
育
成
を
願
つ

公
簿
の
変
更
手
続
き

本
籍
地
・
住
所
な
ど
の
表
示

池
田
郷
1
番
地
1
は
池
田
1
丁

目
1
番
地
1

土
地
・
建
物
の
表
示

池
田
郷
字
タ
ブ
ノ
木
原
1
番
1

は
池
田
1
丁
目
1
番
1

以
上
の
よ
う
に
、
本
籍
地
・
住

所
・
印
鑑
登
録
・
郵
便
な
ど
は

「
O
O番
地
」
、
土
地
・
建
物
な
ど

の
所
在
地
を
表
わ
す
と
き
は
「

O

O
番
」
と
し
ま
す
。

枝
番
が
つ
い
て
い
る
場
合
に
は
、

落
と
さ
な
い
よ
う
に
正
し
く
書
い

て
く
だ
さ
い
。
い
ろ
い
ろ
な
面
で

法
律
上
の
権
利
関
係
に
問
題
が
生

じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

市
役
所
に
備
え
つ
け
て
あ
る
戸

籍
簿
、
住
民
基
本
台
帳
、
印
鑑
登

録
、
選
挙
人
名
簿
な
ど
各
種
台
帳

の
本
籍
、
住
所
は
、
市
役
所
で
書

き
替
、
え
ま
す
。

法
務
局
の
土
地
建
物
の
所
在
表

示
は
法
務
局
で
書
き
替
え
ま
す
。

な
お
、
登
記
権
利
者
の
住
所
変

更
の
必
要
が
あ
る
と
き
(
所
有
権

の
異
動
な
ど
)
や
、
会
社
な
ど
法

人
の
事
務
所
お
よ
び
そ
の
代
表
者

の
住
所
に
変
更
を
生
じ
た
場
合
は
、

関
係
者
か
ら
法
務
局
に
届
け
出
の

必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
法
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
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地域発展をめざして

=町務連絡員総会=

総
会
で
は
、
地
域
発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
て

い
る
永
年
勤
続
者
の
表
彰
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た

(
5
/
幻

・
市
コ
ミ
セ
ン
)

平
成
5
年
度
の
町
務
連
絡
員
総

会
が
5
月
幻
日
、
市
コ
ミ
セ
ン
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

三
浦
か
ら
松
原
ま
で
、
市
内
に

は
1
8
5
の
町
内
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
運
営
・
活
動
を
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
町
内
会
長
は
行
政
と
町

内
会
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
ま
た
、

地
域
発
展
へ
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
お
ら
れ
ま
す
。

総
会
で
は
、
長
年
町
内
会
長
と

し
て
ご
尽
力
さ
れ
て
い
る
永
年
勤

続
者
の
表
彰
や
、
町
内
会
の
あ
り

方
、
活
動
方
針
な
ど
が
協
議
さ
れ

ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
は
次
の

皆
さ
ん
で
す
。
(
敬
称
略
)

om年
・
:
溝
江
久
雄
(
小
佐
古
)

O
日
年
・
:
故
・
安
藤
忠
義
(
常
盤

団
地
)
、
岩
固
定
男
(
大
多
武
)
、

山
添
広
光
(
城
ノ
尾
)

om年
・
:
川
添
贋
(
松
山
団
地
)
、

入
口
正
重
(
宮
小
路
1
丁
目
)
、

岩
永
福
美
(
岩
松
町
)

。5年・
:
雄
城
直
(
前
船
津
町
)
、

中
村
沖
太
郎
(
久
原
第
2
団
地
)
、

江
崎
隆
(
杭
出
津
4
区
)
、
中

島
照
夫
(
新
城
町
)
、
下
村
初

雄
(
竹
松
本
町
第
1
)
、
松
尾

昭
二
(
サ
ン
・
コ
ー
ポ
ラ
ス
寿

古
)
、
森
野
久
明
(
さ
っ
き
台

団
地
)
、
山
中
良
信
(
硯
出
石
)

50年ぶりに訪問同月四へ
~随想~

=台湾・高座会慰霊塔参拝=

約50年ぶりに大村を訪れた台湾・高座会の
皆さん (6/3 .市コミセン)

大村市の旧海軍第21空廠で働いた、

台湾人41人とその家族など(宗団長・

約80人)が、 6月3日約50年ぶりに大

村市を訪問されました。

一行は、戦時中日本各地の海軍工場

で働き、台湾へ帰国した人たちでつく

る台湾・高座会のメンバー。高座会が

神奈川県で行われる入廠50周年記念式

典に出席するため来日したのを機に、

大村市の第21空廠でともに働き、戦争

の犠牲となった仲間を参拝しようと訪

問されたものです。

当時、同空廠には約600人の台湾人

が働いておられましたが、昭和19年の

大空襲で多くの人が亡くなっておられ

ます。

一行は、市コミセンでの歓迎会のあ

と、旧友が祭られている慰霊塔公園

(松並2丁目)を訪れ、黙とうや花束

をささげ、めい福を祈りました。

~型

事2
可拍

子郷
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「
市
長
さ
ん
、
オ
フ
ィ
ス
・
ア

ル
カ
デ
イ
ア
っ
て
何
で
す
か
。
ア

ル
カ
デ
ィ
ア
と
い
う
の
は
私
の
好

き
な
菓
子
の
名
前
で
す
。
大
村
に

お
菓
子
工
場
で
も
で
き
る
の
で
は

な
い
で
す
か
」
と
、
先
日
思
い
が

け
な
い
質
問
を
受
け
て
し
ま
っ
た
。

無
理
も
な
い
こ
と
で
、
多
く
の

市
民
の
方
々
も
き
っ
と
耳
慣
れ
な

い
横
文
字
に
と
ま
ど
っ
て
お
ら
れ

る
に
ち
が
い
な
い
。

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
と
い
う
の
は
、

古
代
ギ
リ
シ
ャ
で
理
想
郷
と
さ
れ

た
美
し
い
高
原
の
都
市
の
名
前
か

ら
き
て
い
る
そ
う
だ
口
言
わ
ば
、

現
代
版
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
(
新
産
業

大
村
市
長

松

崖.
~ 

本

文
化
業
務
拠
点
都
市
)
が
、
全
国

に
先
が
け
て
わ
が
大
村
市
に
有
力

と
な
っ
た
口

今
ま
で
、
東
京
へ
集
中
し
す
ぎ

て
い
た
本
社
機
能
を
も
っ
た
オ
フ
ィ

ス
を
地
方
に
分
散
し
、
地
方
の
活

力
を
推
進
し
よ
う
と
い
う
、
国
の

政
策
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

建
設
予
定
地
は
、
交
通
の
便
も

よ
く
、
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
琴

平
岳
の
麓
の
高
台
で
、
お
ヘ
ク
タ
ー

ル
(
約
日
万
坪
)
に
、
約
お
社
、

3
、
3
0
0
人
の
オ
フ
ィ
ス
街
が

展
開
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

大
村
湾
を
は
る
か
に
望
む
琴
平

岳
一
帯
は
、
す
で
に
ハ
イ
テ
ク
パ
l

ク
(
雄
ケ
原
工
業
団
地
)
が
、
県

工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
や
先
端
技
術

の
コ
マ
ツ
電
子
金
属
な
ど
を
中
心

に
、
活
発
な
動
き
を
見
せ
て
い
る
。

そ
の
隣
接
地
に
オ
フ
ィ
ス
・
パ
ー

ク
都
市
が
誕
生
し
よ
う
と
し
て
い

る
。市
の
担
当
者
た
ち
は
短
期
間
に
、

昼
夜
を
分
か
た
ず
用
地
交
渉
に
奔

走
し
た
。
や
っ
と
、
富
士
登
山
で

い
え
ば
山
頂
目
前
の
九
合
目
あ
た

り
だ
。
私
も
先
日
は
深
夜
ま
で
、

担
当
者
と
一
緒
に
数
軒
の
お
宅
を

訪
ね
こ
の
一
大
事
業
へ
の
協
力
を

懇
願
し
て
回
っ
た
。

位
名
の
地
権
者
が
お
ら
れ
る
が
、

祖
先
伝
来
の
土
地
や
長
年
住
み
な

れ
た
土
地
を
手
離
す
方
も
あ
る
。

中
に
は
戦
後
間
も
な
く
、
遠
く
は

福
島
県
か
ら
開
拓
農
業
者
と
し
て

入
植
さ
れ
た
方
も
あ
り
、
あ
の
食

糧
難
の
時
代
に
、
イ
モ
の
つ
る
を

-4 -

食
べ
な
が
ら
開
墾
し
た
き
於
く
汗

と
涙
の
結
晶
と
も
い
え
る
肥
沃
な

土
地
へ
の
愛
着
は
深
い
。
そ
れ
で

も
、
子
や
孫
の
時
代
の
大
村
の
明

る
い
都
市
づ
く
り
の
た
め
、
耐
え

が
た
き
を
耐
え
て
決
断
し
て
い
た

だ
い
た
。
感
謝
の
ほ
か
は
な
い
。

輝
け
る
紅
世
紀
へ
向
け
、
全
国

初
の
オ
フ
ィ
ス
・
パ
l
ク
が
大
村

に
実
現
す
る
日
は
近
い
。

オフィス・パーク建設予定地



ふ
る
さ

と
再
発
見

H

竹
松
・
郡
川
の
自
然
に
親
し
も
う
会
H

域
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
に
は
「
水
鉄
砲
・
笹
亙
を
作
っ

て
も
ら
っ
て
遊
ん
だ
ほ
か
、
ス
ケ
ッ

チ
会
や
写
真
撮
影
会
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
が
、
み
ん
な
と
て
も
楽

し
そ
う
で
す
口

竹
松
小
校
区
健
全
協
の
増
川
会

長
は
、
「
自
然
に
親
し
む
喜
び
を

知
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
会
つ

「
郡
川
の
自
然
に
親
し
も
、
「
会
」

は
、
少
年
少
女
時
代
に
遊
ん
で
き

た
自
然
の
す
ば
ら
し
い
思
い
出
を
、

今
の
子
供
た
ち
に
体
験
し
て
ほ
し

い
と
の
願
い
か
ら
今
回
初
め
て
実

施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
、
九
州
電
力
大
村
火

力
発
電
所
(
湯
浅
洋
一
所
長
)
よ

り
寄
贈
さ
れ
た
約
1
万
匹
の
「
ア

ユ
の
稚
魚
放
流
」
、
郡
川
に
住
む

生
物
を
調
べ
、
水
の
状
態
を
知
ろ

う
と
い
う
「
生
き
物
調
べ
」
、
地

平成5年7月号
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大
村
火
力
発
電
所
よ
り
寄
贈
を
受
け
た
約
1
万

匹
の
ア
ユ
の
稚
魚
を
放
流
。
ア
ユ
は
き
れ
い
好

き
だ
よ
ね
f

生き物調べでは、きれい

な川に住むサワガ二など

が確認されましたo (下)

て
も
顔
や
名
前
も
知
ら
な
い
人
が

多
い
、
こ
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
、

お
互
い
に
あ
い
さ
つ
の
で
き
る
環

境
が
で
き
た
ら
」
と
、
話
さ
れ
た
口

私
た
ち
の
幼
・
少
年
時
代
は
、

近
く
の
川
に
行
っ
て
は
コ
イ
や
フ

ナ
を
す
く
っ
た
り
、
水
鉄
砲
を
作
っ

て
遊
ん
だ
り
し
た
楽
し
い
思
い
出

が
あ
り
ま
す
。

「
自
然
と
の
親
し
み
方
が
分
か
っ

て
い
な
い
」
と
の
声
も
あ
る
今
の

子
供
た
ち
に
と
っ
て
、
今
回
の
企

画
は
意
義
深
い
も
の
が
あ
っ
た
の

で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
D

忠
一
い
去
の
学
校
に
油
絵
寄
贈

山
田
憲
夫
さ
ん
(
古
町
1
丁
目
・
は
山

歳
)
は
6
月
8
日
、
西
大
村
小
学
校
を

お年寄りに作ってもらった

水鉄砲、子供たちが楽しそ

うに遊んでいます。(上)

西
大
村
小
へ
油
絵
を
贈
呈
し

た
山
田
さ
ん
(
右
)
。
絵
は
西
大

村
小
の
玄
関
に
掲
げ
ら
れ
た
。

九
電
よ
り
市
ヘ

苗

木

寄

贈

6
月
の
環
境
月
間
に
ち
な
み
、
九
州

電
力
大
村
火
力
発
電
所
(
湯
浅
洋
一
所

長
)
よ
り
6
月
1
日
、
大
村
市
へ
さ
ざ

ん
か
の
苗
木
5
0
0
本
が
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。九
州
電
力
で
は
、
環
境
保
全
へ
の
取

り
組
み
が
活
発
で
、
毎
年
、
緑
化
樹
や

花
木
の
寄
贈
、
清
掃
奉
仕
、
街
頭
P
R

な
ど
を
行
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

今
回
寄
贈
を
受
け
た
苗
木
は
、
今
年

訪
れ
、
油
絵
「
残
雪

・
1
0
0
号
」
を

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

同
校
は
、
山
田
さ
ん
が
校
長
と
し
て

最
後
に
勤
務
し
た
学
校
で
あ
り
、
ま
た
、

今
年
創
立
1
2
0
周
年
を
迎
え
る
の
を

記
念
し
て
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

阿
比
留
校
長
は
、
「
貴
重
な
絵
を
ご

寄
贈
い
た
だ
き
大
変
あ
り
が
た
い
、
記

念
と
し
て
、
い
つ
ま
で
も
大
切
に
し
た

い
」
と
お
礼
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

山
田
さ
ん
は
、
東
光
会
会
員
、
県
美

術
協
会
評
議
員
、
市
美
術
協
会
会
長
と

し
て
活
躍
中
で
す
が
、
同
校
の
ほ
か
、

そ
れ
ぞ
れ
に
思
い
出
の
あ
る
鈴
田
小
学

校
、
福
重
小
学
校
に
も
油
絵
を
寄
贈
さ

れ
て
い
ま
す
。

3
月
完
成
し
た
生
活
環
境
保
全
林
「
す

わ
の
森
」
へ
植
樹
さ
れ
ま
す
。

渥
洩
所
長
か
ら
苗
木
目
録
を
受
け
る
松

本
市
長
(
左
)
(
6
/
1
・
市
役
所
)

-5 -



カメラ

スポット

.怠ピッタリみごとなハーモニー
(6/13.市民会館〉

市内の合唱グループガー同に集い、自慢のコー

ラスを披露しようという合唱祭ガ6月13白、 市民
会館で開かれ¥満開で埋まつだ観客席は熱気に包

まれていましだ。

合唱祭には¥小学 ・中学 ・高校生のグループや

各中学校の08グループ¥そして¥力トレ戸コー
ラスや混声合唱団などの一般クループまで、19団体
ガ出演¥患の合つだみごとなハーモニーに、会場

から盛んな拍手ガ送られましだ。

(可

/;iu 
、旨

え1t~ 哨

hv思
い
思
い
に
花
の
街
ス
ケ
ッ
チ

(6
/
6
・
大
村
公
園
〉

第

5
回
花
の
街
ス
ケ
川ノ
チ
大
会
(
商

工
会
議
所
青
年
部
主
催
〉
、
ガ

6
月

6
日
¥

大
村
公
園
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
だ
。

気
口
凹
あ
る
優
雅
な
花
し
よ
う
ぶ
、
し

っ
と
り
と
咲
く
あ
じ
さ
い
、
桜
田
の
掘

に
は
涼
し
げ
に
泳
ぐ
こ
ぶ
白
鳥
¥
ど
っ

し
り
と
座
り
ひ
と
き
わ
引
き
立
つ
板
敷

題
な
ど
¥
魅
力
い
っ
ぱ
い
の
大
村
公
園
、

週
末
に
は

2
1
3万
人
の
観
光
客
で
に

ぎ
わ
っ
て
い
ま
す。

ス
ケ
ッ
チ
大
会
に
は
¥
幼
稚
園
児
か

ら
中
学
生
ま
で
約

7
0
0人
ガ
参
加
、

思
い
思
い
の
花
の
大
村
公
園
を
描
い
て

い
ま
し
疋
。

広報おおむら平成5年 7月号

企 144チームが熱戦
(6/13.市民体育館〉

終始気合のこもっ疋白熱しだ試合ガ展

開され疋「全九州少年剣道優勝大会 -お

おむら菖蒲まつり少年剣道大会.J0 

6月13臼¥市民体育館を会場に、市内
およひ県内外の小学生144チームガ参
加して行わ杓ましだ。

剣士だちは、普段の練習成果を十二分

に発揮¥鋭い剣さぱきと気合の入つだか

け声ガ館内に響き渡っていましだ。

企まだまだ負けんばい/

(5/25・市補助グランド〉

大村市老人クラフ連合会のスポ ツ大会ガ

5月25日、市補助グランドで行われ¥元気は
つらつのプレーに盛んな声援ガ送られましだ。

大会には、市内69の老人クラブから1600人
ガ参加、 50m走から輔なげリレ一、ボール送
り¥風船わりなどのほか1500mマラソンもあ
り、 若者顔負けのハッスルプレーから¥和気

あいあいに楽しむゲームきで、皆さん元気に

汗を流していましだ。

惨アウト・セー
フ!?きわどいぞ
(5/23・市営野球場〉

第23回少年野球
大会ガ5月23日、
市営野球場などで

行われ¥熱戦ガ繰

り広げられましだ。

試合は、小学枝

の部と中学校の部ガあり、

追いかけます。

この結果¥小学の部は大村クラブ¥中学の部は西中が

それぞれ優勝しましだ。

4
わ
ん
ぱ
く
関
取

3
人
が
全
国
大
会
へ

(6
/
恰
・富
松
神
社
)

大
村
¥
諌
早
¥
北
高
引
チ
ー
ム
に
よ
る
県
央

3
地

区
ち
び
っ
子
相
撲
大
会
、ガ

6
月
刊
日、

富
松
神
社
相

撲
場
で
行
わ
れ
、

子
供
だ
ち
の
気
合
の
入
つ
だ
元
気

な
ぶ
つ
か
り
合
い
に
¥
盛
ん
な
声
援
、
ガ
送
ら
れ
ま
し

た。
こ
の
結
果
¥
大
村
ガ
ら
愛
合
智
典
く
ん
(
福
重
小

4
年
)
、

フ
ォ
ン

・
チ
ィ

・
テ
ウ
ル
ン
く
ん

(
西
大

村
小

5
年
)
、
松
本
映
也
く
ん

(福
重
小

6
年
)
の

3
人
、ガ
、
フ
月
お
己
、
百
国

・
国
技
館
で
開
か
れ
る

わ
ん
ぱ
く
相
撲
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

おもいやりであったか空間

あなたもできる

ボランティア活動
=シリーズ4=

今
や
日
本
は
世
界
一
の
長
寿
国
。

お
年
寄
り
人
口
は
、
今
後
さ
ら
に

増
え
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

豊
富
な
人
生
経
験
と
知
識
を
も
っ

た
お
年
寄
り
が
、
積
極
的
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
茄
さ
れ
る
こ

と
は
、
地
域
に
果
た
す
役
割
も
大

き
く
、
ま
た
、
お
年
寄
り
自
身
の

H

生
き
が
い
H

を
高
め
る
こ
と
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
ど
の
よ
う
な
活
動

が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
つ

環
境
美
化
活
動

公
園
や
駅
前
広
場
な
ど
の
公
共

施
設
を
清
掃
し
た
り
、
町
内
の
空

き
地
を
利
用
し
た
花
壇
づ
く
り
や
、

植
木
の
手
入
れ
な
ど
の
趣
味
を
生

か
し
た
活
動
。

地
域
の
安
全
管
理
活
動

子
供
の
遊
び
場
や
通
学
路
を
安

のて全
活、ま点
動地た検
D 域、す
の防る
見犯
回・
り防
を災
行二 i重
う動
なと
とミし

-6 -

訪
問
活
動

寝
た
き
り
の
お
年
寄
り
、
体
の

不
自
由
な
人
の
い
る
家
庭
や
施
設

を
訪
問
し
、
話
相
手
や
、
相
談
に

の
っ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
手
伝
い

を
行
っ
た
り
、
ま
た
手
作
り
品
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
も
喜
ば
れ
ま
す
。

教
育
、
文
化
活
動

お
年
寄
り
が
伝
え
な
け
れ
ば
、

郷
土
芸
能
や
古
く
か
ら
の
遊
び
は

途
絶
え
て
し
ま
い
ま
す
。
踊
り
や

歌
、
お
も
ち
ゃ
の
作
り
方
や
そ
の

遊
び
方
な
ど
を
、
若
い
人
や
子
供

た
ち
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。

竹松住民センターでのわ

らぞうり作り(3月6日)

団
体
活
動
の
お
世
話

町
内
会
、
婦
人
会
な
ど
の
運
営

に
つ
い
て
相
談
に
乗
っ
た
り
、
老

人
ク
ラ
ブ
で
の
世
話
役
活
動
を
積

極
的
に
引
き
受
け
ま
し
ょ
う
。

若
い
人
や
地
域
と
の
つ
な
が
り

が
よ
り
念
援
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ふ
れ
あ
い
と
対
話
が
築
く

明
る
い
社
会

第43回社会を明るくする運動

青少年を非行から守る

全国強調月間7月 1日---31日

次
代
を
担
う
少
年
た
ち
を
心
健

や
か
に
育
て
る
こ
と
は
、
大
人
に

課
せ
ら
れ
た
大
切
な
使
命
で
す
。

少
年
た
ち
の
非
行
を
見
た
り
、

た
ま
り
場
や
ワ
イ
セ
ツ
な
看
板
類

を
発
見
さ
れ
た
り
、
ま
た
、
お
子

さ
ん
の
こ
と
で
相
談
し
た
い
こ
と

が
あ
ら
れ
ま
し
た
ら
、
最
寄
り
の

派
出
所
・
駐
在
所
も
し
く
は
、
大

村
警
察
署
防
犯
課
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
青
少
年
弁
論
大
会

場 30日
戸斤う子時

7
月
刊
日
出
、
午
後
1
時

市
民
会
館
大
会
議
室
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悪質業者の狙いは

~~お⑫⑮⑭~守恒

甘
い
こ
と
ば
ゃ
う
ま
い
も
う
け
話
で
近

づ
き
、
信
用
さ
せ
た
ス
キ
に
財
産
を
奪
い

取
る
悪
質
商
法
。

主
婦
や
お
年
寄
り
に
と
ど
ま
ら
ず
、
一

般
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
に
も
被
害
、
ガ
及

、
ひ
¥
年
々
、
そ
の
手
口
、
ガ
巧
妙
に
な
っ
て

い
ま
す
。

平
成

4
年
中
¥
悪
質
商
法
の
被
害
に
遭

っ
だ
人
は
全
国
で
約
何
万
人
¥
被
害
額
は

約
介
、

6
0
0億
円
に
も
上
っ
て
い
ま
す
。

で
は
¥
ど
う
す
れ
ば
被
害
に
遭
わ
な
く

て
す
む
の
か
。
そ
れ
は
¥
皆
さ
ん
の
山
構

え
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

手
を
替
え
口
四
を
替
え
近
づ
い
て
く
る
悪

質
業
者
に
¥
私
だ
ち
は
い
つ
だ
ま
さ
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

、だ
か
ら
こ
そ
¥
自
分

な
り
の
防
御
策
を
考
え
て
お
く
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
こ
で
は
、
最
近
の
悪
質
商
法
の
手
口

や
¥
だ
ま
さ
れ
な
い
た
め
の
刊
か
条
な
ど

を
紹
介
し
ま
す
。

こ
れ
を
機
会
に
¥
「
う
ま
い
も
う
け
話

な
ど
、
こ
の
世
に
あ
り
は
し
な
い
」
と
い

う
気
持
ち
で
、
契
約
に
は
十
分
な
注
意
を

し
て
い
た
だ
き
だ
い
と
思
い
ま
す
。

財産の

フ6スキ告ま宝

して、::> 

のフでロP 

更を

た解あな、

l 、 重十苦

おサイ

ると たと

すしま9 、

み

レ
凋件4をま

0 1 1 

居座3りし8雲

番。
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最
近
の
い
か
が
わ
し
い
商
法

ω手
口

先
物
取
引
商
法

そ
も
そ
も
が
値
動
き
の
激
し
い

w

先
物
取
引
H

ぜ
あ
る
こ
と
を
隠

し
て
勧
誘
し
た
り
べ
取
引
業
者
が

海
外
の
業
者
と
組
み
、
お
客
の
損

に
な
る
取
引
を
巧
妙
に
仕
組
ん
だ

り
し
て
、
お
金
を
ど
ま
し
亙
る
も

の
キ
す
。

預
り
金
商
法

証
券
や
株
な
ど
の
利
殖
運
用
を

口
実
に
し
て
誘
い
込
み
、
「
こ
れ

だ
け
の
お
金
を
ど
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
、
そ
の
何
倍
に
も
し
て
お
返

〈

O

し
し
ま
す
」
と
い
っ
て
お
金
を
だ

ま
し
と
る
も
の
で
す
。

第
二
次
原
野
商
法

す
で
に
買
わ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
、

ほ
と
ん
ど
無
価
値
の
山
林
、
原
野

を
転
売
し
て
や
る
と
い
う
口
実
で
、

。~

土
地
位
測
量
費
や
登
記
手
数
料
、

物
件
登
録
料
な
ど
を
だ
ま
し
と
る

も
の
で
す
。

資
格
商
法
・
内
職
商
法

中
身
の
志
い
資
格
や
内
職
を
ほ

の
め
か
し
、
講
座
受
講
料
や
内
職

に
必
要
な
機
械
を
ど
を
買
わ
せ
て
、

お
金
を
だ
ま

L
と
る
も
の
で
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
催
眠
商
法
、

ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
商
法
、
マ
ル

チ
商
法
な
ど
い
ろ
ん
な
手
口
が
あ

り
ま
す
。

「ワーリ ~7・オワ」制度

「し1ったん契約(申し込み〉をしてし

まったガ¥解約をしたい」というときの

だめに¥ 「ク リング ・オフ」制度ガあ

ります。

この制度では¥契約〈申し込み〉した

あとでも¥契約書などを受領しだ白から

8日以内であれば¥無条件で契約〈印し
込み〉を解消することガできるようにな

っています。

なあ、解約をする場合は、書面「内容

証明郵便Jで販売業者に通知しましよう。

同制度は¥内容によっては適用されな

い場合もありますので¥詳しくは¥県消

費生活センタ まだは商工観光課へお尋

ねください。

=契約解除は 8日以内に=

泊昌吉岡包巴回す§お尋をう鴎

県消費生活センタ一(長崎市大黒田ft0958-23-2781)

ぎ閉ま¥市商工観光課、警察署相談窓口へ

告示日 7月4日(日)

役票日 ア月刊日(日)
午前ア時~午後6時

6月号でお知らせしました、任期満了による農業委員会委員選挙が行われる予定です。

農業委員会委員選挙

本年 1月1日現在による農業委員

会委員選挙人名簿登載申請書により

申請され、農業委員会の資格審査を

経て名簿登載されている人。

投票日当日、どうしても投票所へ

行けない人は不在者投票ができます。

7 月 4 日(日)~10 日(土)、午前 8 時30分~午後 5 時

大村市選挙管理委員会

投票資格

不在者投票

期間

場所

-入場券に記載されている投票所でなければ投票

できませんので、投票の際は入場券をよくご確

認のうえお出かけください。

※投票所入場券は 7月5日ごろ発送予定です0

.立候補者数が改選数と同数の場合などは、

投票は行われません(この場合は投票所入場

券は送付しません)

投票所

選挙区 投票区 投票の場所 選挙区 投票区 投票の場所

第
第1投票区 今村公民館 第 1投票区 大村子供の家

選挙区
第2投票区 三浦出張所

A弟鳴戸 3 第2投票区 竹松出張所

第3投票区 鈴田出張所 選挙区 第3投票区 萱瀬出張所

第 1投票区 上久原公民館
第4投票区 黒木小学校(体育館)

第2投票区 市役所第 1会議室 第1投票区 福重出張所
第3投票区 市立図書館 第 4 

第2投票区 松原出張所第 2 選挙区
選挙区

第4投票区 椎池公民館 第3投票区 南野岳集落センター
第5投票区 中地区住民センター

第6投票区 西大村本町公民館 問い合わせ

第7投票区 諏訪公民館 選挙管理委員会事務局 (ft53-4111内線 340)
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梨
江
さ
ん(
何
歳
・
黒
丸
町
〉

九
州
プ
ロ
ッ
ク
大
会

2
年
連
続
出
場

H
弓
J

道
H

下
川

い
ろ
ん
な
こ
と
に
挑
戦
し
た
い

H

ハ
ウ
ス
果
樹
栽
培
H

純
典
さ
ん

(
お
歳
・
弥
動
寺
町
)

平成5年 7月号

中山さん家族(東大村1丁目)

なかよし家族

広報おおむら

右
か
ら
、
寅
二
さ
ん
刷
、
綾
子
さ
ん
倒
、
ミ
サ
ヲ
さ
ん
刷
、
雄
一
く
ん
判
、

一
義
さ
ん
い
問
、
誠
治
く
ん
的
、
シ
ヅ
さ
ん
刷
、
俊
雄
さ
ん
例

「
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
っ

て
頑
張
り
た
い
」
と
練
習
に
励
ま

れ
て
い
る
の
は
、
国
民
体
育
大
会
・

第
四
回
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に
出

場
さ
れ
る
下
川
さ
ん
、
昨
年
に
続

き
2
年
連
続
の
出
場
。

今
回
は
、
長
崎
県
内
が
主
会
場

と
な
り
、
弓
道
は
8
月
紅
白

-n

日
、
大
村
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

女
子
の
部
に
は
、
県
予
選
を
勝

ち
抜
い
た
6
人
が
出
場
、
そ
の
う

ち
、
大
村
か
ら
は
下
川
、
鈴
田
、

前
田
の

3
人
の
方
が
選
ば
れ
た
。

昨
年
も
、
大
村
か
ら
3
人
出
場
し

て
お
り
、
県
内
で
の
レ
ベ
ル
の
高

さ
が
う
か
が
え
ま
す
。

「
ち
ょ
っ
と
し
た
雑
念
や
動
揺

ナ
シ
、
ブ
ド
ウ
、
リ
ン
ゴ
な
ど
、

い
ま
注
目
を
浴
び
て
い
る
福
重
地

区
の
観
光
農
園
、
山
口
さ
ん
も
そ

の
メ
ン
バ
ー
の

一
人。

山
口
さ
ん
は
、
ナ
シ
園
を
栽
培

し
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
観
光

農
園
の
ほ
か
に
も
、
以
前
、
果
樹

試
験
場
(
筑
波
)
で
学
ん
だ
経
験

を
も
と
に
、
ハ
ウ
ス
モ
モ
や
ハ
ウ

ス
ピ
ワ
の
栽
培
に
も
目
を
向
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

ピ
ワ
は
、
ま
だ
仮
植
状
態
で
す

が
、
モ
モ
は
4
年
程
前
か
ら
取
り

組
み
、
約
日
ア
l
ル
の
畑
に
昨
年

ハ
ウ
ス
を
か
け
ら
れ
た
。

「
花
が
咲
い
て
も
実
が
な
ら
な

い
こ
と
も
あ
り
、
温
度
、
着
色
、

r( /， 、海φ
 4
 

ぼ
く
の
家
は
8
人
家
ぞ
く
で
す
。

ひ
い
じ
い
ち
ゃ
ん
は
草
む
し
り

や
水
か
け
、
ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
は

家
に
い
ま
す
。

じ
い
ち
ゃ
ん
と
ば
あ
ち
ゃ
ん
は

の
う
ぎ
ょ
う
、
お
父
さ
ん
と
お
母

さ
ん
は
し
ご
と
に
行
っ
て
い
ま
す
。

ば
あ
ち
ゃ
ん
は
ぬ
い
も
の
が
す

き
で
、
じ
い
ち
ゃ
ん
は
ま
む
し
を

つ
か
ま
え
る
の
が
と
く
い
で
す
口

お
父
さ
ん
と
ぼ
く
は
、
工
作
が

す
き
で
、
弟
の
せ
い
じ
は
、
い
ろ

ん
な
家
を
見
る
の
が
す
き
で
す
。

み
ん
な
な
か
よ
く
く
ら
し
て
い

ま

す

。

(

雄

一

)

が
あ
っ
た
ら
絶
対
ダ
メ
、
標
的
に

当
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
、

一
本
の
矢
に
か
け
る
集
中
力
、
奥

の
深
さ
を
痛
感
さ
れ
て
い
る
下
川

さ
ん
、
そ
れ
だ
け
に
、
的
に
当
た
っ

た
と
き
の
喜
び
も
大
き
な
も
の
が

あ
る
そ
う
で
す
。

初
年
前
弓
道
教
室
で
習
っ
た
の

が
き
っ
か
け
と
な
り
、
現
在
、

5

段
の
腕
前
、
錬
士
の
取
得
を
胸
に

日
々
錬
磨
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

「
い
ま
は
、
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

で
上
位
入
賞
し
、
夢
で
あ
り
念
願

の
国
体
出
場
を
目
標
に
頑
張
り
た

い
」
と
話
さ
れ
る
中
に
、
胸
の
内

に
秘
め
る
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。

管
理
な
ど
ま
だ
ま
だ
研
究
課
題
は

多
い
、
情
報
収
集
な
ど
を
図
り
な

が
ら
、
高
品
質
の
モ
モ
栽
培
を
目

指
し
た
い
」
と
話
さ
れ
る
。

現
在
、
同
地
区
の
4
人
の
仲
間

が
、
ハ
ウ
ス
モ
モ
の
栽
培
を
手
掛

け
て
お
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

「
い
ろ
ん
な
こ
と
に
挑
戦
し
た

い
」
と
、
意
欲
を
燃
や
す
山
口
さ

ん
で
す
が
、
家
業
だ
け
で
な
く
、

J
A
大
村
青
年
部
の
部
長
と
し
て

も
活
躍
中
。
果
樹
の
生
産
部
会
や

青
年
部
活
動
な
ど
、
超
過
密
な
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
こ
な
し
な
が
ら
も
、

山
口
さ
ん
の
胸
の
中
に
は
、
新
た

な
挑
戦
が
始
ま
っ
て
い
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

アマチュア社交ダンスサークル

ワィヴワ&ス段目
-踊って、ときめいて、輝いて一

円

U
4
E
A
 

以
来
、
「
和
」
を
強
調
し
た
会
員

の
熱
意
が
、
こ
こ
ま
で
支
え
て
き

た
も
の
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

ー
踊
っ
て
、
と
き
め
い
て
、
輝
い
て
i

踊
れ
る
喜
び
を
少
し
で
も
多
く
の

人
に
分
か
ち
合
え
れ
ば
と
願
っ
て

や
み
ま
せ
ん
。
初
心
者
の
人
に
は

う
ん
と
や
さ
し
く
、
す
ぐ
仲
間
に

な
れ
る
よ
う
会
員

一
同
心
掛
け
て

い
ま
す
。

趣
味
を
い
い
形
で
生
か
す
事
は

人
生
を
豊
か
に
し
、
仕
事
に
も
は

り
が
で
て
き
ま
す
。

ぜ
ひ
、
一
生
の
趣
味
と
し
て
ダ

ン
ス
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

定
例
日
毎
週
木
・
日
曜
日

午
後
7
時
初
分
か
ら
日
時

場
所
市
コ
ミ
セ
ン

連
絡
先
ク
ィ
ッ
ク
&
ス
ロ

i
事

務
局
(
宮

@
4
5
3
3
朝
長
)

人
の
集
ま
る
所
に
音
楽
が
あ
り
、

ダ
ン
ス
が
あ
り
、
そ
れ
が
民
族
舞

踊
で
あ
り
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
で
す
。

そ
れ
ら
は
、
民
族
性
と
時
代
に
よ

り
美
化
さ
れ
、
変
化
し
、
ル
ー
ル

化
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
舞
台

で
は
バ
レ
エ
、
フ
ロ
ア
で
は
ソ
シ

ア
ル
ダ
ン
ス
と
な
り
ま
し
た
。

日
本
の
ダ
ン
ス
の
歴
史
は
ま
だ

ま
だ
浅
い
の
で
す
が
、
多
く
の
人

か
ら
愛
さ
れ
る
社
交
ダ
ン
ス
と
し

て
目
覚
ま
し
い
進
歩
・
発
展
を
続

け
て
い
ま
す
。
昭
和
日
年
に
結
成

被
害
を
最
小
援
に
く
い
止
め
、

状
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ん
。

(
5
/
ゆ
・
消
防
署
)

感
謝

境
内
も
広
く
、
子
供
の
遊
び
場
と
し

て
も
親
し
ま
れ
て
い
る
野
田
神
社

国
立
長
崎
中
央
病
院
横
の
久
原
住
宅
上

か
ら
北
へ
約

l
o
o
m行
っ
た
所
(
木
場

1
丁
目
)
に
鎮
座
す
る
神
社
で
ぺ
賓
文
3

す
み
事
カ

年

(
1
6
6
3
)
に
藩
主
大
村
純
長
に
よ

住通勤旧長崎街道沿い!こ鎮座する

野田神祉

消火協羽で感震白抜

吐;o 

大村消防署は5月19日、初期消火に協力された
泉田忠さん(池田 2丁目)、鶴信平さん(玖島2
丁目)、坂田光史さん(東彼杵町)の 3人に感謝
j犬を贈りました。

今年4月、市内の建築現場で作業中、「火事ノ
助けてくださいjとの声が聞こえた。3人は直ち
に現場に駆けつけ、互いの連係と適切な判断・行

動で消火活動にあたり、台所などの部分焼けにと

どめ、被害を最小限にくい止められたものです。

贈呈式は消防署で行われ、浦田署長が一人ひと

りに感謝状を贈り、初期消火活動への協力をたた

えました。

り
三
天
社
と
し
て
建
立
さ
れ
、
明
治
3
年

に
、
「
野
田
神
社
」
と
改
名
さ
れ
ま
し
た
。

純
長
が
こ
の
場
所
を
選
ん
で
建
立
す
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
あ
る
夜
、
夢
の
中

に
白
髪
の
老
人
が
現
わ
れ
、
大
き
な
松
の

木
が
あ
る
所
を
指
示
し
た
た
め
、
方
々
探

し
求
め
、
松
の
大
木
が
茂
っ
て
い
た
こ
の

場
所
を
定
め
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

神
社
前
の
道
は
旧
長
崎
街
道
で
、
こ
の

大
き
な
木
陰
で
旅
人
が
や
す
ら
ぎ
を
求
め

て
休
息
し
た
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
旧
長
崎
街
道
は
当
時
、
長

崎
と
江
戸
を
結
ぶ
重
要
な
街
道
で
し
た
。

こ
の
街
道
を
通
っ
て
外
国
の
文
化
は
江
戸

ま
で
届
い
た
の
で
す
。

ま
た
、
「
象
が
こ
の
道
を
歩
い
て
江
戸

ま
で
い
っ
た
」
と
い
う
珍
し
い
記
録
も
あ
一
日

り
ま
す
。



一一一種一混合

予
防
接
種
実
施
申

(
盲
目
咳
・
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
)

年
間
を
通
じ
て
、
生
後
3
か
月
よ
り
無

料
で
接
種
で
き
ま
す
口

接
種
の
時
期
と
受
け
方

・
第
1
期
・
:
生
後
3
か
月
j

必
か
月
の
間

に、

3
j
8
週
間
の
間
隔
で

3
回
接
種

し
ま
す
。

-
第
2
期
:
・
第
1
期
が
終
っ
て
か
ら
、

1

年
j
1
年
半
の
聞
に
1
回
接
種
し
ま
す
。

接
種
方
法
個
別
接
種
で
す
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
接
種
目
な
ど
ご
予
約
の
う
え
、
接

家庭雑排水処理施設の

設置対象区域が
変わります

種
し
て
く
だ
さ
い
。

お
願
い
接
種
の
と
き
は
、
母
子
健
康
手

帳
と
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

接
種
医
院

寺
井
医
院
、
松
尾
医
院
、
田
川
小
児
医

院
、
近
藤
医
院
、
出
口
小
児
科
医
院
、
与

那
城
医
院
、
野
口
内
科
こ
ど
も
医
院
、
須

田
小
児
科
医
院
、
桝
本
産
婦
人
科
内
科
医

院
、
牧
山
医
院

夏
休
み
学
童
保
育

入
所
児
童
募
集

対
象
休
み
期
間
中
、
仕
事
そ
の
他
の
事

情
に
よ
り
家
庭
の
保
護
に
欠
け
る
児
童

期
間
お
よ
び
時
間

7
月
幻
日
制
j
8
月
紅
白

ω、
午
前

8
時

j
午
後
5
時
鈎
分

長
崎
県
デ
ィ
ケ
ア

研

究

会

特
別
講
演

「
地
域
精
神
医
療
の
実
践
に
つ
い
て
」

ー
北
九
州
市
立
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
で
の

経
験
を
も
と
に

日
時

7
月
汀
日
目
、
午
前
日
時
j
ロ
時

ω分
場
所

大村市公共下水道の平成 7年まで

の計画以外の区域において、新築な

らびに増築する家屋については、処

理施設の設置をお願いしてきました

が、平成 5年 6月1日より、次のと

おり設置対象区域を変更しました。

下水道の認可区域外において、家

屋の新築ならびに増築をされる場合

は、処理施設の設置をお願いします。

設置対象区域

大村市公共下水道平成12年認可区

域外(ただし、認可区域内でも 7年以

上、下水道整備が見込めない区域に

ついては、設置対象区域とします)

末端処理槽の設置

認可区域内で、家庭雑排水を側溝

に放流する場合は、側溝手前に溜め

升(コンクリート升、三槽升)を設

置してください。
国
立
長
崎
中
央
病
院
内
地
域
医
療

( 

場
所
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

。
さ
く
ら
ん
ぼ
ク
ラ
ブ
(
中
央
幼
稚
園

内
包
②
3
3
3
9
)

。
あ
さ
ひ
っ
こ
ク
ラ
ブ
(
木
場
の
パ
ス
方

向
転
換
所
前
宮
⑪
6
2
9
0
)

。
に
ん
じ
ん
ク
ラ
ブ
(
竹
松
幼
稚
園
内
宮

@
2
8
6
0
浜
田
)

申
し
込
み

7
月
四
日
目
、
午
前
日
時
j

n時
ま
で
各
ク
ラ
ブ
に
て

※
当
日
印
か
ん
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

研
修
セ
ン
タ
ー

講
師
長
崎
大
学
医
療
短
期
大
学
部
作
業

療
法
学
科
田
中
悟
郎
氏

参
加
費

5
0
0
円

(
一
般
の
人
も
ご
参

加
く
だ
さ
い
)

問
い
合
わ
せ
国
立
長
崎
中
央
病
院
デ
イ

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
(
宮
②
3
1
2
1
内
線

3

浦
部
)

8 
2 

集積所看板を観普
ありがきそうごきいきtUTC

健康テレホふサービス
合23-4646

月 MR  S A (院内感染)
ア
火 ぎっくり腰
月
の 水 子どもの夏カゼ

プマ
木 金属アレルギー

金 飲み物と虫歯

士日 妊娠検査薬の注意点

ロ

このほど、大村ロお
ーターアクトクラフ
(青木会長・ 8人)
より、不燃物集積所
看板の寄贈がありま

した
同》ラプは、環境
保全などの活動バザー
による益金で看板を
製作し、市に寄贈さ
れたものです。
ありがとうござい

ました。

( 
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雪之与空記録項目と利用状況
1.電子計算組織に記録している主な事務と個人情報の項目

大村市は、コンビューター(電算機〉を利

用して次のような仕事をしていますが、「電

子計算組織の運営に係る個人情報保護条例」

に基づき年に 1回公表するものです。

仕事の
項目

利用状況記録項目
仕事の

利用状況 1
項目
記録項目

住

(
市
民
課
)

民

記

録

住民コード、世帯コード、異動事

由、異動日、届出目、カナ氏名、

漢字氏名、性別、住民区分、生年

月日、続柄、住民となった日、住

民となった届出日、本籍地、筆頭

者、郵便番号、従前の住所、住所

コード、通称コード、現住所、世

帯主名、小学校区、中学校区、投

票区、転出先住所、転居前住所、

印鑑番号、印鑑登録年月日、印影、

国保資格情報、国年資格情報、生

活保護(種類、開始年月日、廃止

年月日)、身体障害者(種別、等級、

障害名)、各種手当情報、原爆手帳

番号、療育手帳番号

(

税

務

課

)

固

定

資

産

税

帳

び

鑑

な

…

状

険

種

診

種

台

よ

印

書

…

)

書

内

保

接

受

接

本

お

、

明

…

務

知

案

康

防

断

当

防

基
成
票
証
行
…
業
通
式
健
予
書
診
書
手
予

民
作
民
録
発
…
用

学

人

民

種

知

康

知

童

犬

知

住
の
住
登
ど
一
利
就
成
国
証
各
通
健
通
児
畜
通

O

一
/
1

・
・
・
・
・
・
・

一筆コード、納税義務者コード、
所在地コード、地目、状況類似、
都市計画、課税地積、評価額、標
準値との比較、道路との関係、造
成費控除、比準割合、評点数、所
有者コード、 一棟コード、画地番
号、棟香、登記年月日、登記床面
積、課税年度、種類、家屋番号、
用途、構造、屋根、階層、課税床
面積、再建築費評点数、特例対象
面積、理論評価額、決定価格、世
帯コード、台帳所有者、品名、耐
用年数、取得価格、減価残存率、
住所

O固定資産税お
よび都市計画
税の賦課・徴
収の関連帳票
作成ならびに
課税状況調な
どの資料作成

l個人コード、世帯コード、通称コー
選選!
蛍 |ド、住所、世帯主氏名、住民区分、
香|生年月日、性別、続柄、住民となっ
理 jた年月日、届出年月日、消除年月
雪 |日、異動事由、カナ氏名、公称コ一

挙 ~ I ド、投票所名、転出地コード、投
':::::-1票区、資格

O選挙人名簿お
よび投票所入
場券の作成

市

県税

民課

手先

個人コード、指定番号、 一連番号、
課税年度、異動事由、申告区分、
生年月日、性別、氏名、住所、営
業所得、農業所得、その他の事業
所得、不動産所得、利子所得、配
当所得、給与所得、公的年金所得、
雑所得、総合譲渡所得、一時所得、
土地などにかかる事業所得、長短
期所有土地など所得、分離譲渡所

務|得(短期)、分離譲渡所得(長期)、
変動所得、臨時所得、繰越損失、
免税所得(特例)、みなレ法人所得、
非課税所得、専従者控除、雑損控
除、医療費控除、社会保険料、小
規模企業共済など掛金、生命保険
料、個人年金保険料支払額、総所
得金額、各種扶養控除額、課税標
準額、税額控除、差引税額、合計
年税額、 期別税額、通知書番号、
分離株式所得、寄付金控除

住 ~I 住宅コード、入居者コード、住宅 1 0 市営住宅使用
宅建|区分、家賃、割増区分、入居年月| 料の徴収関連
使築|日、家族数、住宅番号、月別家賃、| 帳票作成
用課|世帯番号、納付書番号、氏名、住
料 '-/1所
工負i?l受益者賦課コード、筆数、地積、 10下水道受益者
逼個盆|負担金、猶予年月、猶予額、減免| 負担釘コ賦課・
雲間差|額、 差引負担金額、 個人コード、納 | 徴収の関連帳
害金き|付管理人個人コード、氏名、住所 | 票作成

軽 ~I 一車コード、納税義務者コード、 10軽自動車税の
自税|世帯番号、 車両標識番号、車種、 | 賦課・徴収の
勤務|送付区分、課非区分、所有区分、 | 関連帳票作成
車課|納税義務発生年月日、廃車年月日、
税 '-/1税額、氏名、住所、納付書番号

O市民税および
県民税の臨牒・
徴収の関連帳
票作成ならび
に課税状況調
などの資料作
成|保(

福
育祉
課
所)

保育所コード、児童コード、区分、
階層、入所年月日、退所年月日、
世帯コード、氏名、生年月日、性
別、判定、保育料(市基準)、保育
料(措置分)、通知書番号、区分判

疋

O保育料の徴収
に伴う関連帳
票作成

(
福
祉
課
)

福

祉

医

療

個人コード、 医療区分、受給者区
分、資格取得日、ねたきり認定日、
保険種別、健康手帳、身障手帳、
療育手帳、母子最終年月日、氏名、
性別、生年月日、続柄、身障情報、
原爆医療、住所

O福祉医療費給
付に伴う関連
帳票作成

口語|住民コード、納税組合、納付方法、
座筆|開設日、開設日、金融機関、口座
じ|番号、口座名義人

懇議|納組コード、納付組織名、納付組
詰墾|織代表者名、口座振込、口座名義
吾き |人氏名

(
税
務
課
)

国
民
健
康
裸
険
税

(
保
険
年
金
課
)

国

民

年

金

記号番号、納付書番号、納税義務
者コード、被保険者数、所得総額、
控除合計額、課税標準額、所得割
額、均等割額、平等割額、算出合
計額、限度超過額、月割増減額、
決定税額、個人コード

個人コード、記号番号、取得日、
喪失日、種別、保険料区分、喪失
理由、免除区分、納付区分、加入
記録、納付書発行区分、満了年月
日、前納情報、納付記録、生年月
日、高齢任意情報、世帯コード、
性別、氏名、住所、金融機関コー
ド、金融機関名、口座番号、納付組合

O国民健康保険
税の賦課・徴
収の関連帳票
作成および課
税状況調など
の資料作成

O市税、国民年金、
住宅使用料およ
び下水道受益者
負 担金の徴収に
かかる口座振替
の関連帳票作成
O納税組合報償金
支払いの関連帳
票作成

法 ~ I 法人番号、産業区分、種別、決算 1 0 法人市民税の
人税 |期、設立、解散、資本金、従業員| 関連帳票作成
市務 | | 

民課 |数、区分、法人名称、住所、本庖
税 ~ I の住所、代表者氏名

O国民年金保険
料の賦課・徴
収の関連帳票
作成および課|
税状況調など|水農雇霊
の資料作成 |田業主乙

( ， 

農家コード、農家情報、農地情報、 10転作水田に関
転作情報 | する帳票作成

ηべ
U

噌

E
よ

2.個人情報の開示などの申請はありませんでした。



保険科が納められないときは

〈国鮮が免除申請を

世
帯
の
所
得
が
低
く
、
保
険
料

の
納
付
が
困
難
な
人
に
は
免
除
制

度
が
あ
り
ま
す
口

免
除
手
続
き
を
し
て
お
く
と
将

来
年
金
を
受
け
る
権
利
が
保
障
さ

れ
ま
す
が
、
保
険
料
を
納
め
た
場

合
の
3
分
の
ー
と
し
て
計
算
さ
れ

ま
す
の
で
、
必
ず
し
も
有
利
と
は

い
え
ま
せ
ん
。

生
活
に
ゆ
と
り
が
で
き
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
と
き
は
、
免
除
を
受
け
て

い
た
期
間
の
分
を
、
日
年
以
内
に

限
り
さ
か
の
ぼ

っ
て
納
め
ら
れ
ま

す

(こ
れ
を
追
納
と
い
い
ま
す
)
。

追
納
す
る
と
将
来
の
年
金
額
が

通
常
に
戻
り
ま
す
。

追
納
す
る
場
合
、
昭
和
臼
年
4

月
分
以
降
に
つ
い
て
は
、
経
過
期

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
幸
せ

松
崎
力
さ
ん
(
諏
訪
2
丁
目
)
の
作
品

(
国
民
年
金
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
)

聞
に
応
じ
一
定
の
額
が
加
算
さ
れ

ま
す
。

免
除
の
申
請
は
、
毎
年
度
手
続

き
が
必
要
で
す
。

平
成
5
年
度
分
の
免
除
申
請
を

現
在
受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、
申

請
を
さ
れ
る
人
は
、
早
急
に
申
請

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

学
生
の
保
険
料
に
つ
い
て
も
、

親
元
世
帯
の
所
得
状
況
に
よ
り
、

基
準
額
以
下
で
あ
れ
ば
免
除
さ
れ

ま
す
の
で
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
保
険
年
金

課
年
金
係

所
得
税
の
第

1
期
分
の
予
定
納
税
は

8
月
2
日
ま
で
巴

所
得
税
は
、
予
定
納
税
基
準
額

(通
常
は
前
年
分
の
申
告
納
税
額

で
す
が
、
そ
の
中
に
譲
渡
、一

時、

雑
所
得
な
ど
の
臨
時
的
な
所
得
が

あ
る
場
合
は
除
い
て
計
算
し
ま
す
)

が
日
万
円
以
上
の
場
合
、
予
定
納

税
と
し
て

7
月

(第
1
期
分
)
と

日
月

(第
2
期
分
)
に
予
定
納
税

基
準
額
の

3
分
の
l
ず
つ
を
納
め

る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
(
今
年

は
7
月
白
日
が
土
曜
日
に
あ
た
る

た
め
、
第
1
期
分
の
納
期
限
は

8

月
2
日
仰
に
な
り
ま
す
)。

納
め
ら
れ
た
金
額
は
、
翌
年
の

確
定
申
告
の
際
に
精
算
し
ま
す
。

予
定
納
税
を
す
る
必
要
が
あ
る

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
へ

国
保
を
さ
さ
え
る
保
険
税

国
民
健
康
保
険
は
、
私
た
ち
の

健
康
と
す
こ
や
か
な
暮
ら
し
を
守

る
た
め
に
生
ま
れ
た
制
度
で
す
。

皆
さ
ん
が
安
心
し
て
医
療
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
健
全
な
運
営
に

努
め
て
い
ま
す
が
、
そ
の
運
営
を

支
え
る
の
が
保
険
税
で
す
。

国
保
が
負
担
す
る
医
療
費
な
ど

の
給
付
は
、

主
に
皆
さ
ん
の
保
険

税
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
国
保

制
度
に
十
分
な
ご
理
解
を
い
た
だ

き
、
保
険
税
の
納
付
に
つ
い
て
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

保
険
税
は
被
保
険
者
と
な

っ
た

月
か
ら
納
め
ま
す
が
、
届
け
出
が

遅
れ
る
と
、
被
保
険
者
と
な
っ
た

月
ま
で
さ
か
の
ぼ

っ
て
保
険
税
を

納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

人
に
は

6
月
中
旬
に
通
知
し
て
い

ま
す
の
で
、

8
月
2
日
卯
ま
で
に

納
め
て
く
だ
さ
い
口

な
お
、
振
替
納
税
を
利
用
さ
れ

て
い
る
人
も
、

8
月
2
日
∞
が
振

替
日
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
預

金
残
高
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
廃
業
、
休
業
な
ど
の
理

由
に
よ
り
、
本
年
分
の
所
得
が
前

抱富手当

現況届の提出は

おすみですか

皆
さ
ん
が
納
め
ら
れ
た
保
険
税

を
有
効
に
使
う
た
め
、

一
人
ひ
と

り
が
健
康
に
気
を
つ
け
て
、
正
し

い
診
療
を
受
け
る
よ
う
心
が
け
た

い
も
の
で
す
。

[国保に入る人、出る人、

届け出は早めに]

年
よ
り
少
な
く
な
る
と
見
込
ま
れ
一

る
と
き
は
、
予
定
納
税
額
の
減
額
寸

の
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
申
請
が
で
き
る
の
は
、

7
月

1
日
同
j
日
日
同
ま
で
で
す
。

予
定
納
税
に
つ
い
て
の
問
い
合

わ
せ
は
、
諌
早
税
務
署

(
包
②

1

3
7
0
)
ま
で
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

現在児童手当を受給中の人は、

6月中に現況患を提出していだだ、
くように通知をしていましだガ¥

まだ提出していない人は至急提出

してくだ、さい。

提出がないと支結停止になりま

す。

問い合わせ 市民課児童手当係

今
月
は
、

4
月
に
か
か

っ
た
医

療
費
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ご
不

明
な
点
は
、
保
険
年
金
課
保
険
係

ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

唱
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み
ん
な
あ
つ
ま
れ
グ

「
お
は
な
し
の
つ
ど
い」

日
時

7
月
3
日
出
、
午
後
1
時

初
分
j
2
時
加
分

場
所
中
地
区
公
民
館

内
容
昔
ぱ
な
し
、
絵
本
、
手
あ

そ
び
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
ベ
ー

プ
サ
l
ト
(
勘
作
ぱ
な
し
よ
り
)

※
入
場
は
無
料
で
す
。
ご
自
由
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
中
地
区
公
民
館

(
宮

@
1
3
7
6
)

文
部
省
認
定

編
物
技
能
検
定
試
験

場期
戸斤日

9
月
山
日
出

諌
早
技
能
会
館
(
諌
早
市

竹松地区伝統芸能復活事業

竹松ゆわ々ま jt) 

宇
都
)

検
定
料

1
級
8
千
円
、

2
級
5

千
円
、

3
級
3
千
円
、

4
級
千
円

受
験
資
格
ど
な
た
で
も
、
ま
た

何
級
か
ら
で
も
受
験
で
き
ま
す

申
込
期
限

8
月
紅
白

ω

申
込
先
側
日
本
編
物
検
定
協
会

長
崎
支
部
役
員
・
新
由
美
恵
子

(
宮
小
路
2
丁
目
1
3
1
2
j
3

8
@
7
4
6
0
)
 

海
洋
ス
ポ
ー
ツ

普
及
大
会

ヨ
ッ
ト
・
カ
ヌ
ー
な
ど
の

内
容
試
乗
日
時

7
月
ぬ
日
同
・
初
日
樹
、

午
前
9
時
j
午
後
3
時

場
所
大
村
競
艇
場

主
催

B
&
G
大
村
海
洋
ク
ラ
ブ

対

象

小

学
5
年
生
以
上
の
男
女

(
一
般
も
含
み
ま
す
)

※
父
兄
同
伴
の
場
合
は
低
学
年
生

も
可

井手 (ft@83 

ぎおん祭

4 

参
加
料
無
料
(
昼
食
持
参
、
参

加
賞
有
り
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

B
&
G
大
村
海
洋
ク
ラ
ブ
(
長

崎
県
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
会
宮

@
6
1
9
4
)
 

夏
休
み
ち
び
っ
子

ヤ
ン
グ
大
会

恒
例
の
「
ち
び
っ
子
ヤ
ン
グ
大

会
」
を
開
催
し
ま
す
。
小
・
中
学

生
、
高
校
生
、
そ
し
て
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
も
、
夏
の
楽
し
い

1
日

を
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時

7
月
お
日
側
、
午
前
9
時

場
所
海
上
自
衛
隊
大
村
航
空
基

期日 7月14日(水)・ 15日(柄、

午後7時~
場所片町・八坂神社付近

催し物子供龍踊り、民謡、

カラオケ、生花展、ゆかた祭

りなど

問い合わせ

6 3 7 ) 
木戸川(宮@3

地内
容
サ
ッ
カ
ー
大
会
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
大
会
、
花
電
車
、
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
展
示
、
模
型
飛
行
盤
襲
、

ク
イ
ズ
大
会
、
焼
き
そ
ば
、
ソ
ー

メ
ン
コ
ー
ナ
ー
、
そ
の
ほ
か
楽
し

い
ゲ
1
ム
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
大
村
航
空
基
地
広

報
室
(
宮
@
3
1
3
1
内
線

2
0

9
)
 大村諌阜市民劇場

音楽劇「山彦ものがたり」
=山彦の会=

第147回例会視聴覚ライブラリー ~

親子映画会 6PF

正、

サ
マ
ー
じ
ゃ
ふ
家
宝
く
じ

予
約
申
し
込
み
捗
ア
月

n
Eか
ら

1
等
6
、0
0
0
万
円
、
前
後
賞
と

あ
わ
せ
て
1
億
2
、0
0
0
万
円

別
称
「
市
町
村
振
興
宝
く
じ
」

と
い
わ
れ
、
こ
の
収
益
金
は
市
町

村
の
災
害
対
策
と
明
る
く
住
み
よ

い
街
づ
く
り
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、

6
月
鈎
日

ωの
夕

刊
ま
た
は
、

6
月
初
日
制
の
朝

刊
紙
上
で
の
発
表
を
ご
参
照
く

だ
さ
い
。
。

註もが知っているおとぎぱなしの

玉手箱¥奇想天外¥まか不思議¥次

から次へと飛び出して...

おかしなおかしな音楽劇。

日時 7月10日出、午後6時30分開

I寅

場所大村市民会館

入会金 2，000円
会費(月額 1，900円

※当日券はありませんので、入会を

希望される人は、事務局までご連

絡ください。

事務局 大村諌早市民劇場(諌早市

東本町宮⑫1015)

7 月 10 日 | 市コミセシ \1附~11:00 
ω i 西大村コミセン 1 1山~15:00
・文福茶釜 (アニメ10分)

(アニメ10分)

(アニメ36分)

-とらねこめいたんてい

-新ちゃんがないた

日時 7月24日出.25日(日)、

午後 6 時~10時(雨天順延)

場所 J R竹松駅通り特設会
場

イ崖し ・チピッコオリエンテー

リング・道行き踊り・伝統芸

能・芸能人ステージ・仮装コ

ンテスト

問い合わせ

3 5 ) 

7月10日ω |中地区公民館 1 1O :00~11:00 

-ナイチンゲール物語(アニメ20分)

(アニメ11分)-鶴の笛

(アニメ18分)

-15 

問い合わせ 視聴覚ライブラリー
(宮54-3161市コミセン内)

-とうきちとむじな



夏越まつり
8月1日(日)宵まつり
花火大会 ・臼阜大かが

りソビ

8月2日(目)・ 3日(火)
本まつり

ちひ、っこ相撲大会

夏越つなひき大会

ゆかた納涼コンテスト

太鼓の競演

おおむら音頭コンテス

トなどもりだ、くさん

賛協りつま

ω
越

田

せ

重

そ

わ

ら

子

合

む

民

い
あ
ほ

問

お
〈
云

精
霊
船
用
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
を

払
い
下
げ
ま
す

環
境
衛
生
課
公
害
規

条
件
町
内
会
や
各
種
団
体
単
位

で
精
霊
船
と
し
て
利
用
す
る
も
の

に
限
り
ま
す
(
個
人
に
は
払
い

下

げ
ま
せ
ん
)
。

申
込
期
限

7
月
口
日
目

申
し
込
み

市
係
※
申
込
書
は
環
境
衛
生
課
お
よ
び

各
出
張
所
に
あ
り
ま
す
口

冨録(J)号~もæ阜のご案内
ft54-3161 

教 ，主.‘『 名 内 n台'<" 期 日 対象・定員 講師(敬称略)

焼きもの作りを通して親子 7月21日(水)、22日(木) 小学1年~
親子陶芸教室 の触れ合いを深める O 8月11日体) 小学6年生の親子 大村陶芸同好会

(教材費親子1組 1，000円) 9 : 30~12 : 00 計 3 回 15組

藤を使って、簡単な小物入 7月22日(木)、29日(木)
小学 3 年~ 30人子ども篠手芸教室 れなどを作ります。 8月5日(木) 坂本弥生

(教材費:400円) 10 : OO~ 12: 00 計3回
小学6年生

日本伝統の和紙を使って好
7月27日(刈、 28日(水) 小学 4 年~ 30人子ども和紙ちぎり絵教室 きな動物などを作ります。 和紙ちぎり絵会

(教材費:400円)
9 : 30~ 11 :30 計2回 小学6年生

幸町25-33中央公民館

松並T丁目246-5なかちく公民館 ft53-1376 

教 主~ 名 内 容 期 日 対象・定員 講師(敬称略)

紙ネンドでピエロを作りま
8月2日目)10:00~12:00 

小学3年生以上 紙ネンド人形
子ども紙ネンド教室

す。(教材費:800円)
8月9日明)13:30~ 15:30 

30人 グループ
計2回

折り紙で、季節にちなんだ 8月12日(桐.19日(木) 小学 1 年~ 50人子どもおりがみ教室 ものなどを折ります。 吉良嘉代子

(教材費:250円)
10:00~12:00 計 2 回 小学4年生

木を使っておもちゃ箱のベ 8月10日ω、11日(水)、17
小学4年生以上

子ども工作教室 ンチを作ります。 日 (j() 、 18 日体)10:00~15 :00 
15人

公民館職員

(教材費:2，000円) 計4回
，( 

7月12日(月)必着 受講料は無料(教材費は実費)

往復ハガキに、住所・氏名・年齢(学校名、学年)・性別・電話・希望する教室を一葉に一教室を書いて申

し込んでくださいD 申込多数の場合は抽選します。

申し込み・問い合わせ 各公民館へ
円

h
U

4
E
i
 

申込期限

申込方法



広報おおむら平成5年7月号

市
民
ブ
ー
ル

フ
月
1
日
よ
じ

プ
ー
ル
で
は
、
注
意
事
項
を
守
り
、
事
故
の

な
い
楽
し
い
夏
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
小
・
中
学
生
は
、
夏
休
み
期
間
以
外

は
、
土
曜
日
の
午
後
と
、
日
曜
日
し
か
利
用
で

き
ま
せ
ん
。

期
間

7
月
1
日
同
j
9
月
日
日
制

時
間
午
前
日
時
j
午
後
6
時

休
み
毎
月
第
1
・
3
月
曜
日
お
よ
び

8
月
口

日

ω・
日
日
制

使
用
料
高
校
生
以
上

H
3
0
0
円
、
小
・
中

学
生

H
1
5
0
円
、
幼
児
H
無
料

※
詳
し
く
は
、
体
育
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

市民ブール・屋内プール

アルノミイト員募集.ノ

従事期間 7 月 21 日(水.)~ 8月31日(刈
夏休み前後の土曜・日曜日に従事できる

人は大歓迎します。

従事場所 市民プール・屋内プール

募集人員 20人
申し込み・問い合わせ 体育課

野
岳
湖
キ
ャ
ン
プ
場
山
開
き

7
月
8
日
附

浦

A信
16 ~星

島家
治
場
海
聞
き

三浦・松原海水浴場

謹抱バイト昌寺議

従事場所 三浦海水浴場、松原海水浴場

期間 7 月中旬~8 月中旬まで約 1 か月間

募集人員男子3人

条件大学生で泳げる人

従事内容 海水浴客の監視、海水浴場の清

掃など

給与当市規定による

問い合わせ 商工観光課(内線242)

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー

受

講

生

H
8
月
コ
ー
ス

H

内
容

.2級建築
士
(
建
築
設

計
製
図
)
・
シ
ー
ケ
ン
ス
制
御

(
P
C
中
級
)
・
ベ
ー
シ
ッ
ク
入

司
J申

込
期
間

7
月
2
日
働
j

m
日

ω
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
長
崎
(
諌

早
市
小
船
越
町
宮
②
2
3
2
3
)

市営住宅入居者

種別 住宅名 戸数 間取り 家賃(月額・円)

東諏訪 2 3K 23，200 
1 種

中 央 1 3DK 33.000 

池田第一 2K 2，800 

池 田 4 3K~3DK 9.200~ 15.500 

2 種 原口アパート 2 3DK 20.500 

古賀島 1 3DK 22.500 

松並第一 3DK 23.300 

自

衛

r::、
届

①
一
般
曹
候
補
学
生

資
格
高
卒
(
見
込
み
)
で
幻
歳

未
満
の
人

②
曹
候
補
士

資
格
高
卒
(
見
込
み
)
で
幻
歳

未
満
の
人

試
験
⑦
②
と
も
9
月
四
日
間

.( ) 

③
航
空
学
生

資
格
高
卒
(
見
込
み
)
で
紅
歳

未
満
の
人

試
験

9
月
お
日
同

申
込
期
間
①
j
③
い
ず
れ
も
、

8
月
2
日
間
1
9
月
日
日
開

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
大
村
募
集
事
務
所
(
宮

@
6
2
1
7
)
 

ホ
ー
ク
ミ
サ
イ
ル
部
隊
実
射
訓
練
見
学
と

ア
メ
リ
カ
西
海
岸
の
旅
参
加
者

期
間

9
月
四
日
制
j

初
日
田

(
6
泊
8
日
)

費
用

1
人
3
2
8
、
0
0
0
円

募
集
人
員
犯
人

申
込
期
限

7
月
初
日

ω

訪
問
地
西
海
岸
最
大
の
都
市
ロ

申込期限 7月8日(木)

抽選日 7月20日(刈、午前10時30分~
入居日 8月1日(日)

申し込み・問い合わせ

ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
、
絶
景
グ
ラ
ン
ド

キ
ャ
ニ
オ
ン
、
ミ
サ
イ
ル
実
射
見

学
、
メ
キ
シ
コ
、
ハ
ワ
イ
な
ど

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

陸
上
自
衛
隊
竹
松
駐
屯
地
広
報

室

(

宮

@
3
1
4
1
内
線
2
0
8
)

県営植松団地(新築)入居者
戸数一般向け 13戸、高齢小世帯向 2戸、
管理人向 1戸
未定(ほかに共益費と駐車料2，000円、
敷金6，000円が必要です)

申込用紙配布 8 月 2 日(月)~

申込期間 8 月 9 日(月)~11 日(水)

抽選日 8月18日(水)

入居時期(予定) 9月中旬頃
申し込み・問い合わせ 県住宅供給公社大

村事務所 (ft52-6825 大村パスターミナ
ル2階)

建築課住宅係

家賃



少
年
歴
史
ク
ラ
ブ
員

市
内
外
の
史
跡
を
訪
ね
、
郷
土

の
歴
史
を
学
び
、
こ
ど
も
同
士
の

ふ
れ
あ
い
の
輪
を
広
げ
ま
す
。

期
間

7
月
お
日
倒
j
ロ
月
日
日

出
(
全
日
回
)

対

象

小

学
6
年
生
j
中
学
2
年

生
ま
で

内
容
大
村
城
・
古
戦
場
跡
・
キ

リ
シ
タ
ン
史
跡
な
ど
、
史
跡
調
査
・

グ
ル
ー
プ
研
究
な
ど

募
集
人
員
初
人

放
送
大
学

長
崎
ビ
デ
オ
学
習

セ
ン
タ
ー
学
生

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ

オ
放
送
で
授
業
を
行
う
国
の
出
資

に
よ
る
通
信
制
大
学
で
、
広
く
社

会
人
や
家
庭
婦
人
な
ど
を
対
象
に
、

生
涯
学
習
に
対
す
る
要
望
に
応
え

よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

対
象
四
歳
(
平
成
5
年
目
月
1

日
現
在
)
以
上
の
人

受
講
料
無
料

申
込
方
活
住
所
・
氏
名
・
性
別
・

電
話
番
号
・
学
校
名
・
学
年
を
ハ

ガ
キ
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

7
月
日
日
同
(
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
コ
ミ
セ
ン
(
幸
町
お
j

お
宮

@
3
1
6
1
)
 

募
集
学
生
・
選
科
履
修
生

(
1

年
間
在
学
)
・
科
目
履
修
生

(
6

か
月
在
学
)

科
目
全
教
科
2
9
9
科
目
(
一
ア

レ
ピ

1
5
3
、
ラ
ジ
オ

1
4
6
)

の
中
か
ら
選
択
し
履
修
し
ま
す
。

募
集
期
間

7
月
日
日
同

1
8
月

日
日
回

問
い
合
わ
せ
放
送
大
学
長
崎
ビ

デ
オ
学
習
セ
ン
タ
ー
(
西
彼
杵
郡

多
良
見
町
2
0
9
5
7
1
U
H
1
1

3
1
3
)
 

平
成

5
年
度

可司・・h‘

岩
層体
事菅

大村会婦は弓道・銃剣道・ラグビー・

ソフトボール・山岳の5種目

zzぬぬなでt&lfllきぜまむよ~~乙

スポーツ『司圃圃‘h
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会

期
日

8
月
7
日
出
i
9
日

ω

た
だ
し
、
参
加
チ
I
ム
数
に
よ

り
日
程
が
変
わ
る
場
合
も
あ
り
ま

す。チ
ー
ム
編
成

。
小
学
生
の
部
H
4年
生
以
上
を

原
則
と
し
ま
す
。

o
中
学
生
男
子
の
部
H
学
年
は
問

い
ま
せ
ん
。

参
加
資
格
大
村
市
子
供
会
育
成

九
州
各
県
か
ら
、
役
員

・
選
手
団
約

6
、
5
0
0
人
が
参
加
し
、
初
競
技
に

わ
た
っ
て
熱
戦
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

県
内
で
も
、
大
村
市
や
長
崎
市
な
ど

6
市

5
町
の
各
競
技
会
場
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る

関
心
と
理
解
を
深
め
、
ス
ポ
ー
ツ
水
準

の
飛
躍
的
向
上
の
契
機
と
す
る
た
め
、

県
民
総
力
を
挙
げ
て
本
大
会
を
成
功
さ

せ
ま
し
ょ
う
。

連
合
会
に
登
録
さ
れ
た
人
で
あ
る

こ
と
。

参
加
料

1
チ
I
ム
1
、
0
0
0

円申
込
期
限

7
月
お
日
∞

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

体
育
課

量j 

ー
夏
季
大
会
l

n
6
 

4
E
A
 

期
日

ア
月
行
日
出
(
J
旬
日
間

競
技
種
目

水
涼
¥
ボ
ウ
リ
ン
グ
、
漕
艇
、
力
ヌ
ー

ー
秋
季
大
会

1

期
日

8
月
却
日
間
四
j
m自
白
川
W

競
技
種
目

サ
ッ
カ
ー
ほ
か
お
競
技

凸
ぬ
帰

wa日
切

大
村
市
で
は
秋
季
大
会
の
み
で
¥
弓
道

・
銃
剣
道
・

ラ
グ
ビ
ー
-
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・

山
岳
の
5
競
技
ガ
珂
開

催
さ
れ
ま
す
。

-
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

1
8用
計
日
出

1
2日
目
、
市
営

野
球
場
ほ
か

・
弓
道

1
8
月
引
日
出

1
2日
目
、
市
営
弓
道
場

・
ラ
グ
ビ
ー

1
8月
別
日
出

・
2
日
目

-m日
関
、

県
営
放
虎
原
ラ
グ
ビ
ー
場
ほ
か

-
銃
剣
道

1
8月
2
日
目
¥
市
民
体
青
館

・
山
岳

1
8
月
別
日
間

1
2日
目
¥
多
良
山
系
ほ
か

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
教
室

申
込
先

市
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会

(
宮

@
3
6
2
0
橋
口
)

※
弓
具
は
協
会
で
用
意
し
ま
す
。

期
間

7
月
四
日
j
8
月
日
日

日
曜
日
(
計
5
回
)

時

間

午

後
1
時
j
3
時

場
所
市
民
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
場

(
市
民
プ
I
ル
横
)

対
象
一
般
お
よ
び
高
校
生
男
女

定

員

叩

人

申
込
期
限

7
月
日
日
幽

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す。参
加
料

硬
式
野
球
教
室

5
0
0
円

対

象

中

学
3
年
生

期
間

7
月
j

U
月

費
用
会
費
月
2
、
0
0
0
円

入
会
金
5
、
0
0
0
円

申
込
締
め
切
り

7
月
刊
日
出

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

大
村
市
野
球
協
会
事
務
局
(
宮

@
2
4
7
0清
水
)



平成5年7月号広報おおむら

雲
仙
岳
災
害
・
復
興

提
言

県
で
は
雲
仙
岳
災
害
か
ら
の
復

興
に
つ
い
て
、
地
域
の
安
全
確
保

と
被
災
者
の
生
活
再
建
を
最
優
先

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
本
年

度
は
、
被
災
地
域
だ
け
で
な
く
島

原
半
島
全
体
の
発
展
策
も
含
め
た

復
興
か
ら
振
興
に
わ
た
る
計
画
号
つ

く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

こ
の
計
画
づ
く
り
に
、
素
晴
ら

し
い
ア
イ
デ
ア
や
提
言
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

部
門
①
企
画
書
部
門

デ
ア
部
門

②
ア
イ

ご
寄
付

一ア
l
マ
①
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
②
火
山
を
活
用
し
た
地
域
の

振
興
③
島
原
半
島
の
活
性
化

募
集
期
限

8
月
日
日

ω(必
着
)

賞
金
①
企
画
書
部
門
:
・
最
優
秀

賞
初
万
円
、
テ
ー
マ
賞
叩
万
円
、

入
選
3
万
円

②
ア
イ
デ
ア
部
門
・
・
・
最
優
秀
賞
日

万
円
、
テ
ー
マ
賞
3
万
円
、
入
選

1
万
円

問
い
合
わ
せ
県
雲
仙
岳
災
害
復

興
室
(
〒
側
長
崎
市
江
戸
町
2
j

U
2
0
9
5
8
⑧
1
1
1
1
)
 

※
応
募
規
定
・
島
原
半
島
に
関
す

る
資
料
な
ど
を
ご
希
望
の
人
は
、

返
信
用
封
筒
(
臼
円
切
手
貼
付
)

で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

(
敬
称
略
)

ご
好
意

。
香
典
返
し

社
会
福
祉
基
金
へ

V
伊
東
ミ
チ
子
(
池
田

2
丁
目
)

初
万
円

V
木
佐
貫
節
郎
(
諏
訪

1
丁
目
)

叩
万
円

V
出
口
順
子
(
久
原
1
丁
目

)
3

万
円
V
長
岡
恭
子
(
富
の
原

2
丁
目
)

5
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
多
久
島
登
志
枝
(
玖
島
1
丁
目
)

5
万
円

V
清
原
ク
ニ
(
宮
小
路

1
丁
目
)

初
万
円

V
赤
田
み
ち
よ
(
野
田
町
)
日
万

円大
村
市
医
師
会
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
へ

V
清
原
義
規
(
宮
小
路

1
丁
目
)

5
万
円

。
一
般
寄
付

玖
島
中
学
校
へ

V
制
日
本
一
一
輪
車
協
会
H
一
輪
車

ス羽R-Yジ怠~@)相談怯

体育指導言委員ヘ

ス
ポ
ー
ツ
行
事
の
企
画
、
運
営
の
ほ

か
、
次
の
よ
う
な
こ
と
に
つ
い
て
の
ご

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

-
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
た
め
の
組
織
の
育

成
。

・
地
域
、
公
民
館
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
、

そ
の
ほ
か
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
へ
の
協

力

-
ス
ポ
ー
ツ
に
対
し
て
の
理
解
を
深
め

る
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
の
指
導
助
言

・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
指
導

氏名 住 所 電話番号

森 忠義 日泊町 54-0313 

浦山弘幸 日泊町 54-1783 

一瀬一春 岩松町 .54-2048 

山口正武 陰平町 54-.2012 

中島泰二 木場2丁目 54-.2738 

白浜千寿子 赤佐古町 52-4758 

坂中好秀 須田ノ木町 54-4560 

加瀬川哲文 久原 1丁目 54-5771 

富浦 満 久原1丁目 53-8119 

井淳昭司 玖島2丁目 53-0481 

朝長 ，疋ー.... 水主町2丁目 53-0467 

青山美智子 水計町 52-2510 

飛口 康 杭出津2丁目 53-1497 

永田紀彦 松並1丁目 52-4763 

中尾美恵子 植松3丁目 53-1011 

一瀬明則 諏訪3丁目 53-3957 

坂本龍馬 諏訪2丁目 53-8201 

毛利友一 上諏訪町 52-9251 

葉山 洋 桜馬場1了目 53-1261 

吉田州男 協和町 53-1120 

田添一也 荒瀬町 55-3647 

小坂秋弘 田下町 55-3791 

牛嶋知孝 鬼橋町 55-7751 

前田征一郎 鬼橋町 55-8330 

津山武久 富の原2丁目 55-1434 

樫山 一恵 富の原 1了目 55-2267 

有111 信行 今富町 55-2544 

日両靖郎 福重町 55-1278 

仙波ミツ子 松原1丁目 55-7475 

福嶋健吉 松原1丁目 55-7309 

体育指導委員

日
万
8
千
円
相
当

V
同
校
第
幻
回
卒
業
生
一
同
日
折

畳
椅
子
ほ
か
四
万
7
千
円
相
当

V
永
尾
高
官
二
玖
島
1
丁
目
)
H

合
唱
指
揮
台
5
万
円
相
当

旭
が
正
小
学
校
へ

V
側
十
八
銀
行
社
会
開
発
振
興
基

金
H
楽
器
印
万
円
相
当

三
浦
小
学
校
へ

V
上
野
利
幸
(
溝
陸
町
)
リ
鉄
琴

ほ
か

ω万
円
相
当

大
村
小
学
校
へ

V
山
崎
鹿
雄
(
久
留
米
市
)

H
卓

球
台
目
万
円
相
当

三
城
小
学
校
へ

V
同
校
第
羽
田
卒
業
生
一
同
川
児

童
用
図
書
7
万
2
千
円
相
当

福
重
小
学
校
へ

V
皆
同
町
老
人
会
婦
人
部
日
ぞ
う

き
ん
文
化
基
金
へ

V
大
村
民
踊
愛
好
会
H
日
万
円

V
中
村
宗
和
社
中
日
目
万
円

社
会
福
祉
基
金
へ

V
チ
ャ
リ
テ
ィ
l
走
行
会

H
3
万

1
千
8
0
0
円

V
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
l
ト
大
村
公
園

前
庖
H
6
千
3
9
1
円

V
片
町
第
一
婦
人
会
日
金
一
封

大
村
子
供
の
家
へ

V
赤
水
清
春
(
本
町
)
1
万
円

泉
の
里
へ

V
細
川
昇
(
徳
泉
川
内
町
)
タ
オ

レV
高
平
正
久
(
水
田
町
)
叩
万
円

V
川
上
国
喜
(
徳
泉
川
内
町
)
花

V
海
上
自
衛
隊
大
村
航
空
隊
H
奉

仕V
大
川
田
老
人
会
日
奉
仕

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ
リ
奉
仕

慈
悪
荘
へ

V
木
佐
貫
節
郎
(
諏
訪

1
丁
目
)

m万
円

V
大
山
梅
王
(
西
本
町

)
2
万
円

V
板
橋
養
鶏
場
H
卵

V
本
経
寺
H
餅

V
永
測
屋
H
ま
ん
じ
ゅ
う

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ
H
奉
仕

大
村
市
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会

へV猪
股
恵
子
(
小
路
口
本
町
)
叩

万
円
光
と
緑
の
園
向
陽
寮
・
乳
児
院
へ

V
天
理
教
婦
人
部
H
奉
仕

V
本
経
寺
H
餅

V
童
謡
を
歌
う
会
H
3
万
円

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ
リ
慰
問

三
彩
の
里
へ

V
寿
々
木
房
子
(
西
本
町
)
タ
オ

レV
城
島
宗
安
(
桜
馬
場
1
丁
目
)

洗
剤
V
松
田
栄
治
(
西
部
町
)
乾
燥
機

。
お
わ
び
と
訂
正

6
月
号
の
ご
寄
付
・
ご
好
意
の

欄
(
四
ペ
ー
ジ
)
で
、
泉
の
里
へ

山
下
政
男
と
あ
る
の
は
、
山
本
政

男
の
間
違
い
で
す
。
お
わ
び
し
て

訂
正
し
ま
す
。

門
叶
d
1
4
 



ア周の健康カレジター
7
月
は
、

固
定
資
産
税
〈
2
期
〉
、

国
民
健
康
保
険
税
(
1
期
〉
の
納
期
で
す
。
(
納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で
〉

明日の親のための学級(6) 3歳児健康診査大村保健所
2日 市コミセン 13:00~ 16:00 ⑧9:30~ 10:00 13-: 00~ 13:30 

省訪 成人の健康相談 福祉センター 13:00~15:00 15日 ⑧平成 2 年 1 月生まれ(元年 7 月 ~12月生まれで、
⑨40歳以上⑪血圧測定・みそ汁の塩分濃度測定ほか 関 まだ受けていない人も受診してください)

当番医
⑧母子健康手帳、問診票

4日 定期巡回献血市役所 9 : 30~12:00 
(内・呼)ともな州科クリニック杭出潮丁目飢一削

(日) (眼)計屋眼科医院 古町1丁目 ft52一日制 1歳6か月児健康診査

168 市コミセン ⑧13:00~ 13:30 
安産教室 ~ラマーズ法を練習しましょう~ ⑧⑧…9日倒と同じ

5日 市コミセン 9:30~ 11:00 ⑧9 ・ 00~9:30 信8成人の健康相談 福祉センター 13:00~15:00 

但)
⑮母子健康手帳、ズボン ⑧⑮…2日幽と同じ
一般健康相談市役所 13 : 00~16:00 
⑪血圧測定-みそ汁の塩分濃度測定ほか 17日

耳とことばの相談 福祉セ ン ター 13:00~15:00 
と日

6 8 字L幼児健康相談福重出張所⑧13:30~15:00 
当番医

ω 明日沈痛Wこ切端~7) 18日
(内・小)松尾医院玖島1丁目 宮52-4412

市コミセン 18: ヨ)~20:∞ (日) (外-旺)山道医院桜馬場2丁目宮53-2305

7 8 
妊婦教室(1) 中地区公民館 13 : 00~ 16:00 20日

乳幼児健康相談 鈴田出張所⑧9:30~11:00 :旬。 ω 
8日 機能訓練根気の会 福祉センター 13:30~15:30 21日

妊婦教室(3) 中地区公民館 13:00~ 16:00 休) ⑮紙粘土 側
1歳6か月児健康診査市コミセン 228 機能訓練根気の会 福祉センター 13 : 30~15:30 
⑧13:00~ 13:30 同 ⑮講演会

9日 ⑧平成3年12月生まれ(3 年7月 ~11月生まれで、

働
まだ受けていない人も受診してください)

25日 当番医⑧母子健康手帳、問診票、歯ブラシ (内・小)松井医院 久原2丁目 ft53-6624 
明日の親のための学級(8) (日) (小)田川小児医院東本町 告52-4000
市コミセン 9:30~ 13:00 

乳幼児健康相談 三浦出張所⑧9 : 30~11:00 

1 1日 当番医 26日 ことばの教室市コミセン 13 : 30~16:00 

(内・小)与那城医院 池田新町宮53-5575 伺) ⑮母子健康手帳、⑧ことばの発達など
(日) (産)おび産婦人科医院 本町 宮54-1103 が気になる幼児

28日
妊婦教室(4) 中地区公民館 13:00~ 16:00 

13日 手L幼児健康相談市コミセン 旬。

ω ⑧9 : 30~ 11 :00 、 13 : 30~15:00 
略号の説明 ⑧…対象 ⑧…受け付け ⑮…内容⑪離乳食教室 10:30~ 15:00 

⑧…持ってくるもの
148 
妊婦教室(2) 中地区公民館 13:00~ 16:00 当番医の診療時間 9:00~ 18:00 
旬。

毎
月
1
回
発
行

発
行
所
/
大
村
市
役
所
宮
間
同
4
1
1
1

編
集
/
秘
書
広
報
課

印
刷
所
/
三
商
堂

撮

人口の動き

6月 1日現在

計 76， 252 
(+ 4 5) 
3 6， 4 5 1 

(+ 1 1) 

3 9， 8 0 1 
(十 34) 

2 3， 996 
(+ 4 6) 

男

女

)内は前月比

加

7 月の大村ボー卜 (6 /30 日 ~7 / 5 日・グランドチャンピオン

場外発売、 10 日 ~13 日、 17 日 ~20 日、 24 日 ~28 日・組合25周年)
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